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運輸部門からの排出量は全体の約２割を占めています。自家用自動車からの48.9%の
CO₂排出量をいかに減らすかが、非常に重要なことなのです。
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出展：国立環境研究所のデータをもとに作成

わが国の二酸化炭素排出量および運輸部門の二酸化炭素排出量の現状（2008年度）



図１　温室効果ガス排出量の推移（４～９月） （単位：t－CO₂）
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◇
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
取
組
み

【
問
合
せ

平成 22年３月に設置された市立病院の太陽光発電システム（出力
10kW）、このほか、ソーラーLED屋外照明６基と屋内LED照明 52
基が設置されました。

　

平
成
20
年
３
月
に
笠
間
市
役
所
地
球
温
暖
化
対
策
率
先
実
行
計
画
を
策
定
し
、
市
役

所
も
市
内
の
一
事
業
所
と
し
て
、
職
員
自
ら
環
境
保
全
に
取
り
組
み
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

温室効果ガスを排出する活動 CO₂ 排出量（㎏ -CO₂） 基準年との比較
温室効果ガスの種類 燃料の種類 H18（基準年） H21 増減（㎏-CO₂） 増減率

二酸化炭素

ガソリン 156,111 169,868 13,757 8.8%
軽油 46,751 45,635 -1,116 △ 2.4%
灯油 74,150 53,592 -20,558 △ 27.7%
A重油 153,659 94,715 -58,944 △ 38.4%
LPG 93,826 83,418 -10,408 △ 11.1%
電気※ 1,975,948 1,924,868 -51,080 △ 2.6%

メタン　  （公用車の使用による） 233 248 15 6.4%
一酸化二窒素 （公用車の使用による） 6,453 6,978 525 8.1%

合計 2,507,131 2,379,322 -127,809 △ 5.1%

表 1　温室効果ガス排出量（平成21年４月～９月）　　　　　 （単位：㎏ -CO₂）


